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ニュース JAFIC EYE №95 
高知での水産関係者との意見交換会 
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1. はじめに 

水産関係者との意見交換会「カツオの資源状態と漁況

予報をめぐって」（表１）が 34名の参加を得て 12月 13

日に高知市で開催されましたので、その概要を紹介します。 

 

2. 日本近海と亜熱帯～熱帯海域の間でのカツオの移動

に関する研究状況について 

日本に来遊する群を含む中西部太平洋のカツオは、熱

帯域～亜熱帯域で産卵され、その一部が日本近海に回遊す

ることは、これまで、ある程度の大きさのカツオに付した

標識放流結果などから知られていました。しかし、熱帯・

亜熱帯域でふ化したばかりの仔稚魚には標識を付すこと

ができず、これらの北上回遊の詳細は不明でした。そのた

め、国際水研では、①カツオの仔稚魚を粒子と見立て産卵

場から海流に流されつつ妥当と思われる速度で水深 50m

付近を北上すること、②その北上過程で遭遇する水温や餌

環境により成長することを仮定したモデルを構築しまし

た。その結果、これまでの通常型標識放流では不明だった

北上経路が明らかとなり、記録式標識放流の日々の推定回

遊ルートや、体長組成と矛盾のない回遊様式が明らかとな

りました。この成果の意義は、我が国周辺へのカツオの来

遊量は減少が継続していることを、再来年の WCPFC(中西

部太平洋まぐろ類委員会)における資源評価に反映させる

ための論拠の一つとして活用することにあります。なお、

産卵場や仔稚魚の分布には仮定条件が多いため、これを明

らかにするための調査船調査が現在行われており、その成

果を元にモデルの精度向上が期待できます。 

 

3. 各県による最新の沿岸・近海カツオ漁獲の動向 

各県地先と東北沖を中心とする曳縄と竿釣り漁業の本

年の漁獲動向は、前年をやや下回る結果となりました。ま

た、漁況や体長組成は県により異なる部分と類似した部分

がありました。また、例年と異なる漁況や体長組成が見ら

れた県もありました。なお、日本沿岸へのカツオ魚群の北

上を妨げる 19℃以下の冷水域の影響は 4月頃まで認めら

れました。 

 

4. 今期のカツオ漁況と海況 

各地の主要港での今年の生鮮カツオの水揚量や体長組

成データおよび海況を取りまとめた発表がありました。今

年の東北沖での終了は 10月と例年より早かったこともあ

りますが、漁獲量は前年比で約 1割減でした。しかし、魚

体は 1kg サイズ（尾叉長 45cm 未満）が多く、例年の主群

である 3kg サイズ（尾叉長 50～55cm 程度）が少なく、夏

場の東北沖では、例年より漁場があまり北上しなかったな

ど、例年と異なる現象が多くみられました（日本周辺漁海

況情報 673 号，平成 29年 12 月 1日発行「2017 年近海カ

ツオ竿釣りの概況」）。さらに、昨年は例年の半分程度の水

揚に終わったまき網による生鮮カツオは一昨年までの水

準に回復しましたが、昨年の場合はカツオ狙いに加えてキ

ハダを狙ったためまき網のカツオ漁獲が少なかったと分

析されました。 

 

5. おわりに 

出席者との意見交換では、①上記の今年の異変とその

原因、②来年の東北沖の来遊量予測、③竿釣りの餌として

のカタクチイワシの減少に対応した餌の確保などについ

て、活発な質疑応答がありました。 

具体的には以下のとおりです。①については 1kg 台の

カツオがまき網でも広く漁獲されたことから、この群の生

残率が高かったと推定されること、漁場が北上しなかった

のは昨年より夏場の東北沖の水温が低かったことが原因

として考えられるとのことでした。1kg サイズのカツオの

生まれ月の推定は耳石に見られる日周輪（1日 1本の輪紋

が形成される）により推定ができるものの日齢査定には多

くの時間を要すること、3kg サイズの耳石では日周輪の判

読が困難なことが紹介されました。また、漁場探索には表

面水温に加えて潮流(渦との関係)が重視されているとの

ことでした。②については、本年の東北沖の来遊量予測は

国際水研の予報がほぼ的中しましたが、漁獲されたカツオ

が小さいことや漁場の南偏までは予測対象となっておら

ず、これらについての予報も参加者から要望され、国際水

研から今後の取り組みの考え方が示されました。③につい

ては、カタクチイワシの種苗生産技術や中小型まき網で漁

獲したカタクチイワシを畜養する技術は確立されている

ものの、採算性が鍵となっていることが紹介されました。

（谷津明彦） 

表 1 意見交換会プログラム 

●話題提供・意見交換 

１ 日本近海と亜熱帯～熱帯海域の間でのカツオの

移動に関する研究状況について 国際水研 西田 

宏・木下順二・青木良徳・松本隆之・清藤秀理 

２ 各県による 2017 年のカツオ漁獲の動向 

・静岡県水産技術研究所 上原陽平 

・和歌山県水産試験場 小林慧一  

・高知県水産試験場 杉本昌彦 

・宮崎県水産試験場 東 明浩 

・千葉県水産総合研究センター 大畑 聡【資料参加】 

３ 今期のカツオ漁況と海況 JAFIC 高口俊之・高

橋浩二 

●全体意見交換 司会：谷津明彦（JAFIC） 


